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2024年 1月１日に能登半島地震が起きた。亡くなられた方にお悔やみを申し上げ，対象地域

の皆さんにお見舞い申し上げたい。この地震は余震が多いのが特徴だという。一刻も早く生

活・健康維持体制ができ，震災関連死防止ができるように願っている。 

2011年 3月の福島原発事故では，稼働していなかった 4号基は使用済み核燃料プールが何と

か維持できたが，稼働中の 1，2，3号基原子炉・建屋が水素爆発し，過酷事故になった。 

能登半島地震当日，被災地志賀町にある北陸電力・志賀原発（1，2号機）は稼働していなか

った。当初，北陸電力は「影響は何もない」としていたが， 2号機で外部電源を受けるために

必要な変圧器から油漏れがあると訂正した。漏れた油の量は発表のたびに増え，当初発表の 5

倍超となった。敷地内の水槽での水位変動にも訂正があった。追加訂正は，福島原発事故の際

にも数多く，電力会社の共通行動のようだ。 

原発事故は原子炉だけではない。原発は原子炉に加えて多数のコードが繫がった構造物や運

転をさせるための大きな機器の複合体で，多種多様に影響を及ぼす可能性がある。現在，多く

の原発が再稼働を申請しているが，能登半島地震により，避難経路の確保は極めて困難である

ことが明らかになった。 

能登半島突端の珠洲市では，北陸電力の“珠洲原発建設計画”を 2003年に約 30年かけて住

民が断念させた 1）。大地震・津波がおこる度に，「原発はどうか」と心配・危惧すること自体

が異常である。原発が事故を起こさない最低限の方法は「稼働しないこと」である。 
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ミニゼミ報告 

 
福島のいま（その 93） 
ALPS処理汚染水海洋放出は 

“住民”の復興と廃炉促進に寄与するか（2） 

 佐藤政男 


